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価の視点に偏りが生じないようにするため、3 人（高等学校教師）で１点〜 10 点の間で評価した。
その際、評価基準方法として「想像性（１．自由で現実にとらわれていない個性的な発想、２．思










グループ 48 名）想像性低群（低得点グループ 48 名）の 2 グループに分け、以降の分析に用いた。
実験：第２ブロック
方　法　　
　第１ブロックでの被験者 96 名（高校生：男子 48 名・女子 48 名／高群：高得点グループ 48 名・
低群：低得点グループ 48 名）のうち、第２ブロックの欠席者（4 名）を除き、92 名（高校生：男




















１試行の 10 日後に第 2 試行を行なった。
結果













がけないストーリー展開　など）」を基準として、1 点〜 10 点の範囲で総合的に評価した得点の項




　その結果、想像性（高群・低群）において主効果が有意であり、（F( １，88）＝ 23.45，p ＜ .01）、
高群が低群に比べて想像性が高かった。また、挿絵有無（挿絵なし・挿絵あり）における主効果も
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